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まつ だ ひ ろ き

熊本地域では，かつては三池炭鉱や天草炭田な
どで石炭採掘が活発に行われ，また天草下島では

しもしま

基礎試錐「天草」が掘削されたりしたが，現在で
はこれら化石燃料の探鉱・開発はない。一方，水
力・地熱をはじめとした再生可能エネルギーの利
用は，古くより行われてきたが，特に近年は太陽
光・風力等のエネルギー資源開発が活発である。
講演では，熊本地域における化石燃料と再生可能
エネルギー資源について概観すると共に，その現
状と課題について講演する。

1．石炭資源
三池炭鉱：三井三池炭鉱は，県北荒尾市と隣接す
る福岡県大牟田市にまたがる我が国最大の炭鉱
である。三池炭鉱は江戸時代後期（1700 年代前
半）から採掘が始められ，明治 6（1873）年には明
治政府の官営事業となり，その後，明治 22
（1889）年に三井財閥に払い下げられた。平成 9
（1997）年に閉山するまで，三池炭鉱の石炭は，明
治初期には我が国の近代化に多大な貢献をする
と共に，その後も重要なエネルギー資源として利
用された。昭和 45（1970）年の年間出炭量は 650
万トンに達し，総出炭量は約 3億トンに及ぶ（冨
田ほか，2008）。石炭層は，古第三系大牟田層群
米ノ山層・稲荷層・七浦層，ならびに万田層群勝立
こめ やま と う か ななうら かったち

層に 10層準挟在され，このうち主要な石炭層は，
稲荷層の三池本層，七浦層の三池上層，ならびに

じょうそう

勝立層の第二上層であり，三池本層の最大層厚は
5m を超える。採掘は当初陸域の地下でのみなさ
れていたが，その後次第に西に移動し，最終的に
は有明海の沖合海底で採炭されるようになった。
現在，宮原坑や万田抗，ならびに三池炭鉱専用鉄

みやのはら

道敷の跡などは，世界遺産「明治日本の産業革命
遺産」の構成資産となっている。
天草炭田：天草下島の古第三系本渡層群砥石層に

ほんど と い し

は石炭層が挟在され，江戸時代後期には既に発見
されていた。明治初頭から採掘され，北部炭田
（逆瀬川坑・志岐坑など）・中部炭田（今富坑など）・

さかせがわ し き

南部炭田（魚貫坑・烏帽子坑など）で採炭された。
おにき

天草炭田には大手企業の進出はなく，主に地元資
本の中小規模炭鉱が主体であった。しかし炭質

はきわめて良好で，特に魚貫坑などから採炭され
た無煙炭はキラ（綺羅）炭と呼ばれていた。可採
埋蔵量は 7,400 万トンとされ，年間最大出炭量は
40万トン（昭和 36（1961）年度）に達した。昭和
50（1975）年に志岐坑を最後にすべての炭鉱が閉
山され，現在ではその遺構のみを見ることができ
る。

天草炭田烏帽子坑跡（近代化産業遺産・土木遺産；天草
市牛深町下須島）．

げ す

2．石油・天然ガス資源
天草諸島には，広く白亜系姫浦層群と古第三

ひめのうら

系の地層群が分布する。これらの地層は，我が国
の炭化水素鉱床の有望な探鉱対象の一つである
北海道白亜系蝦夷層群と古第三系石狩層群と同

え ぞ

時代のものであり，岩相も類似する。しかしなが
ら，天草地域では炭化水素鉱床の探鉱活動はほと
んど行われてはこなかった。その中で影山・鈴木
（1961）は，これらの地層群の概査を行い，姫浦層
群と古第三系弥勒層群白岳層の油徴・油臭につい

みろく しらたけ

て報告した。そして昭和 47（1972）年度には，姫
浦層群を対象として基礎試錐「天草」（掘削深度；
2,807m）が本渡ドーム（天草市亀場町食場）で掘

じきば

削され，特筆すべき油徴はなかったものの根源岩
の発達が認められた（阿竹，1973）。近年，清野ほ
か（2020）は天草上島姫戸町付近に分布する姫浦

かみしまひ め ど

層群泥質岩の油徴を報告すると共に，その石油生
成ポテンシャルについて検討し，現在は既に熟成
後期から過熟成の段階に達しているものの，初生
的には石油生成ポテンシャルを有していたと考
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姫浦層群からの石油の浸出（上天草市姫戸町小島；清野ほ
か，2020）．

えられ，より広域的に，また地下試料を検討する
必要があることを指摘した。
この他に石油・天然ガス資源関連施設として，
九州には多くの国家石油備蓄基地（白島・上五島・

しらしま かみごとう

志布志・串木野），国家石油ガス備蓄基地（福島），
ならびに民間石油備蓄（JX喜入）があるが，熊本
県には設置されていない。また大規模な石油製
油所も位置しない。

3．再生可能エネルギー
九州は豊かな自然に恵まれ，豊富な降水量と大
小河川の発達があり，古くから水力を中心に再生
可能エネルギーの利用があった。また近年では，
豊かな日照や良好な風況を活用しての太陽光発
電や風力発電などが進んできている。
水力：熊本県内では，大規模な水力発電所は少な
いものの豊かな水資源を利用して，大正時代から
多くの水力発電所が作られ，白川水系南阿蘇村
立野の黒川第一発電所（大正 3年，42.2MW）を皮
たての

切りに，菊池川水系菊池川第三発電所（大正 7年，

九州電力黒川第一発電所（出力 42.2MW；南阿蘇村立野）。
熊本県最初の本格的な水力発電所．

2.8MW），緑川水系大井早発電所（大正 11 年，
お お い そ

3.2MW），そして球磨川水系白水滝発電所（大正
しらみずたき

15 年，4.1MW）が建設された。また筑後川水系
杖立川でも，昭和 2年に小国発電所（7.8MW）が
つえたて

建設された。現在，県内最大の水力発電所は球磨
川水系の大平発電所（揚水式；昭和50年，500MW）
である。これらは九州電力㈱によるものである
が，これ以外にも県企業局（市房第一発電所；昭

いちふさ

和 35年，15.1MWなど），チッソ㈱（内谷第一発電
所；昭和 25年，16.5MWなど）や電源開発㈱（現
J-POWER）（瀬戸石発電所；昭和 33年，20MW）な
どがある。
地熱：九州には活発な活動を続ける活火山が多く
位置し，また熊本県は，シンボルでもある阿蘇山
を中心に「火の国くまもと」として知られる。し
かしながら，隣接する大分県九重地域（八丁原発

はっちょうばる

電所，112MW；滝上発電所，27.5MWなど）や鹿
たきがみ

児島県霧島地域（大霧発電所，30MW）や指宿地域
（山川発電所，26.5MW）では地熱資源が利用され
ているものの，県内ではほとんど活用されておら
ず，小規模なものにとどまっている（例えば，小
国町わいた地熱発電所，2.0MW）。小国地域では，
これまでも地熱発電所計画はあったが，地域の合
意形成に至らず計画中止に至っている。
太陽光発電：太陽光発電の余剰電力買取制度とそ
の後の固定価格買取制度（FIT制度）により，日照
条件に恵まれた九州では太陽光発電が急速に普
及した。熊本県内でも多くの太陽光発電所が設
置され，出力 10MW以上のメガソーラー（大規模
太陽光発電所）は，現在，CS益城町発電所（出力

ましき

47.7MW），熊本山鹿ソーラーパーク A・B・C（総
やまが

出力 39.3MW），芦北太陽光発電所（出力 21.5MW）

現在稼働中の県内最大のメガソーラーである CS 益城町
発電所（出力 47.7MW；益城町上陣）．

かみじん
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がある。さらに建設中・計画中のメガソーラーと
して，熊本山鹿ソーラーパーク D（出力 11.8MW）
JRE山都高森太陽光発電所（出力 80MW），JRE阿
蘇高森太陽光発電所（出力 62.5MW），一条メガ
ソーラー水俣太陽光発電所（出力 50.9MW），一条
メガソーラー熊本菊池太陽光発電所（出力
45MW）などが挙げられる。
風力：熊本県内における風力発電は，太陽光発電
と比較し小規模なものが多く，稼働中の 5MW以
上の風力発電所は，阿蘇にしはらウィンドファー
ム（出力 17.5MW）と阿蘇おぐにウィンドファー
ム（出力 8.5MW）のみである。しかし県南の人
吉・肥薩地域の山地の稜線部や天草地域・阿蘇地
域は風況がよく，森林が広がっていることから，
近年，多くの風力発電所建設が計画されている。
現在，調査・計画中の 20MW以上（最大計画出力
140MW）の風力発電所は，人吉・肥薩地域（一部，
鹿児島県）で 7ヶ所，天草・阿蘇地域に各 1ヶ所
である。

阿蘇にしはらウィンドファーム（出力 17.5MW；西原村
俵山）．県内最大の風力発電所．

バイオマス：まだ稼働数は少ないが，未利用の森
林資源を活用したバイオマス発電も進んでいる。
荒尾バイオマス発電所（出力 6.25MW）や日本製
紙㈱の八代工場バイオマス発電所（出力 6.25MW）
があり，また隣接する大牟田市には三川発電所
（出力 50MW）が稼働中である。また八代港埋立
地では，くまもと森林発電八代バイオマス発電所
（出力 75MW）の建設準備が進んでいる。

4．九州における現在のエネルギー状況
熊本県最大の発電所は，天草灘に面する天草下
島苓北町の九州電力㈱苓北発電所（出力

れいほく

1400MW）であり，海外炭を燃料とする火力発電

所である。熊本県内の最大電力需要の約 6割を賄
う能力を有する。
九州は，前述のようにその気象条件や地形・地
質的条件から，太陽光・風力・地熱・水力などの
再生可能エネルギーの適地が豊富であり，その結
果，FIT 制度導入後，太陽光発電などが飛躍的に
増加した。一方，九州管内では玄界・川内両原子
力発電所で 4基の原発が稼働中であり，その総発
電出力は 4140MW に達する。そのため九州の電
源構成は，令和元（2019）年度には原子力 35%，火
力 41%（LNG等 11%，石炭 29%，石油等 0.1%），再
生可能エネルギー等 23%（太陽光発電 11%，水力
4%など；九州電力，2020）であり，日本全体の電
源構成（原子力 6%，石油 7%，石炭 32%，天然ガ
ス 38%，再生可能エネルギー等 11%；平成 30
（2018）年度）とは大きく異なり，原子力と再生可
能エネルギーが大きな比率を占めている。その
ため休日の日中等には，再生可能エネルギーの比
率が 8割近くに達する場合もあり，火力発電の抑
制と揚水発電への活用により余剰電力対策を実
施している（九州電力，2017）。しかしそれでも対
応できない場合には，再生可能エネルギー発電の
出力制御（出力抑制）を実施せざるを得ない状況
（平成30年度計26回，令和元年度計74回）となっ
ている。また周波数や系統電圧などにも課題が
出てきている。このような現状から，今後はより
一層のエネルギー源のベストミックス，火力発電
の抑制や揚水発電の活用，あるいは大容量蓄電池
の開発等が重要であると考えられる。
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